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６．議事 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 それでは定刻でございますので、第10回総合科学技術・イノベーション会議を開会致しま

す。 

 本日は、臨時議員として甘利経済再生担当大臣、有村規制改革担当大臣が御出席でございま

す。なお、最後にプレスが入ります。 
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 それでは、議事に入ります。 

 議題の第１の「第５期科学技術基本計画について」、及び議題２の「科学技術イノベーショ

ン総合戦略2015の策定について」、原山議員から説明をお願い致します。 

 

【原山議員】 

 有難うございます。資料１－１を御覧くださいませ。 

 ４期、20年を経て科学技術基本計画は科学技術創造立国としての基盤整備からイノベーシ

ョンへとスコープを広げ、経済・社会システム改革の原動力との認識を獲得いたしました。

20世紀に入りＩＣＴを駆使したビジネス展開が地球規模で広がり、今日世界は第４期産業革

命たらしめる歴史的転換期に立っております。 

 サイエンスにおきましてもしかりで、オープンサイエンスと称される新たな知識の創造と共

有の作法を先進国が先導しつつあります。また、ＣＯＰ21をはじめとする地球規模課題の解

決の国際的枠組みにおいて我が国の科学技術イノベーションによる貢献に発展途上国を含む世

界からの期待は膨らみます。 

 そこで問われるのが、この20年間で培った科学技術イノベーションのポテンシャルをフル

に生かしきれているか、知のフロンティアの開拓に貢献し続けているか、地球規模の変革にプ

ロアクティブに打って出る準備はできているかという点で、これらの課題に応えるべく策定し

たのが中間取りまとめでございます。 

 「世界で最もイノベーションに適した国」に向けて、第５期基本計画は変革へと舵を切りま

す。技術とイノベーションのバリューチェーンを提供する国から、バリューチェーンそのもの

を仕掛ける国へと、日本に行くと触発される、また日本から新たな業が起きると称されること

を目指します。 

 その為には新陳代謝を促す起爆剤が必要です。そこで出番となるのが異分子です。これまで

体制の中に埋没しがちだったタレント、若手、女性、起業家を発掘し、活躍の機会を広げる、

新たな発想に投資する。そして日本には他国に追随を許さない要求度の非常に高い消費者がご

ざいます。この強みを、技術をシステムと組み上げる、またバリューチェーンを仕掛ける際に

活用する、これが「未来の産業創造と社会変革」の考え方でございます。 

 また、新陳代謝の妨げとなるさまざまな壁を打破し、創造的発想を試す機会を広げ、国民と

ともに変革をデザインし、科学技術イノベーションを実装する、その具体的なターゲットを

「経済・社会的な課題の解決に向けて」に示しております。そして、いかなる変化にも対応し、

知のフロンティアを切り開く為の基礎体力たる人と知の基盤を徹底的に強化するとともに、イ

ノベーションシステムの好循環を誘導すべく制度面での改革、オープンイノベーション及び起

業の為のエコシステムの構築を推進致します。 

 これらの方針を具現化する為の初年度のアクションを総合戦略2015に示しております。右

側でございます。挑戦的な研究開発、自動走行等を含むシステム化、サイバーセキュリティ等

の共通基盤技術の強化、地方創生の支援、東京オリンピック・パラリンピックをショーケース

とした科学技術イノベーションの発信に取り組みます。 

 ＥＵが昨年から本格的にスタートさせましたHorizon 2020では複数年度で予算を担保して

おります。予算規模の面でも世界は日本を注視しております。毎年の状況変化を踏まえ、また

政策の重点化を図り、総合戦略を改正しつつ基本計画を着実に実装してまいります。 

 よろしくお願い致します。 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 有難うございました。 

 それでは御自由に御意見をいただきたいと思いますが、時間に限りがございますので、よろ

しくお願いします。どうぞ。 

 

【平野議員】 

 持続的イノベーション、持続性というのが非常に重要ですよね。それで人材育成とか基礎研

究が大事だと思いますが。その支える大学の財政サポート、よろしくお願いします。 
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 しかしながら、大学もやはり独自財源の確保であるとか、財源をいかに有効利用するかとい

うのはそういう努力をしないといかんと思いますね。その為に是非色々な規制緩和であるとか、

それから税制改正のほどよろしくお願いします。それをやっていただくと財源は非常に有効に

いきます、同じ額であっても。また独自財源を確保する為にも是非税制改正をよろしくお願い

します。 

 

【麻生財務大臣】 

 具体的にこれやってくださいという、紙で書いて。 

 

【平野議員】 

 分かりました。 

 

【久間議員】 

 今年の総合戦略は第５期科学技術基本計画の初年度予算の重点化を図るもので、非常に重要

です。 

特長を２点ほど申し上げます。 

 １点目は、第５期科学技術基本計画を先取りし、単体のハードウェア製品やソフトウェア製

品ではなく、それらを組み合わせたシステムとして価値を生み出し、グローバル産業競争力を

大いに高めるといった施策を盛り込んだことです。これらは経済成長に直結する産業構造と社

会変革の構築につながるものであり、ＩｏＴ時代を勝ち抜く為の最重要施策であります。施策

推進には、コア技術であるＩＣＴ技術を徹底的に磨き上げることが必要です。 

 ２点目は、研究開発成果の相互活用を図る為に、自然災害対策に関する防衛省関係の研究開

発を初めて加えたことです。さらに、エネルギーミックス推進の為、原子力発電と放射性廃棄

物処理に関する研究開発も盛り込んでいます。 

 以上です。 

 

【橋本議員】 

 私も簡単に２点申し上げます。 

 １点目は総合戦略でありますが、先ほど平野委員も言われましたが、今年は大学改革を非常

に重要なものだというふうに位置付けて考えております。その中で幾つもの視点があって、一

つは規制緩和の話が大変重要です。そしてもう一つ、今、研究費のいわゆる間接経費の拡大と

いうことを議論しております。これについては文部科学省と内閣府関係の研究費に関してはそ

の方向で動いておりますが、是非とも他省庁、それから産業界の御理解も得られるようにＣＳ

ＴＩが指令塔となって働きかけていこうと思っておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

 もう１点、第５期の基本計画に関しましては、やはり今後は産業界からの研究開発投資とい

うのが大変重要だと思います。それをいかに誘導できるかということがポイントだと思います

ので、今後我が国が注力すべき分野を明確に規定するとともに、どの時期にどのようなことを

進めるのかということがわかるような、そういう計画にしっかりと作り込んでいきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 有難うございました。 

 それでは、各大臣から是非。まず、甘利大臣、どうぞ。 

 

【甘利経済再生担当大臣】 

 これからはイノベーション・ナショナルシステムの本格実装が課題になります。総合科学技

術・イノベーション会議には特に以下の２点で積極的な役割を期待します。 

 第一に、橋本議員からもお話がありましたが、競争的研究費の改革について、大学に対する
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間接経費の措置について今後検討が開始をされますが、関係府省には積極的な貢献をお願い致

します。総合科学技術・イノベーション会議には司令塔としての機能を発揮することを期待致

します。 

 第２に、クロスアポイントメント制度について、既に国立大学で92名適用の実績が出てお

りますが、同制度の導入や成果を大学や国立研究開発法人のマネジメント評価で積極的に評価

することなどによりまして、実質的で意味のある導入促進をさらに進めるべきであります。ま

た、国立研究開発法人の橋渡し機能強化についても産業技術総合研究所、新エネルギー・産業

技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）に続き各省所管の法人での展開を積極的に進めるべきでありま

す。 

 以上です。 

 

【高市総務大臣】 

 今後の「大変革時代」におきまして、新たな価値創造の為には、情報流通の基盤となる先進

的で安全安心なＩＣＴインフラの構築が不可欠であります。例えば、爆発的な通信量の増加に

対応できる革新的なネットワーク技術、サイバー攻撃による不正な通信を検知可能な情報セキ

ュリティ技術が重要であります。 

 総務省としましても、ＩＣＴや消防・防災を担当する立場から、関係府省と連携して、研究

開発や社会実装を推進してまいります。 

 以上です。 

 

 

【下村文部科学大臣】 

 科学技術基本計画につきましては、年度末の閣議決定に向けてより実効性が高く、充実した

計画となるよう、文部科学省としても関係府省とともに積極的に検討、協力してまいりたいと

思います。 

 科学技術イノベーション総合戦略につきましては、チャレンジングな研究開発、超スマート

社会、地方創生など重要な取組が盛り込まれていると認識しておりまして、これらも積極的に

進めてまいりたいと考えております。 

 加えて、文部科学省としては、宇宙、海洋分野などの国の存立基盤となる基幹技術の研究開

発も行っております。しっかりと取り組んでまいりたいと思います。 

 以上です。 

 

【麻生財務大臣】 

 今橋本議員の話で何をするかという話の中で、やはり今ＩｏＴと称するインターネットオブ

シングスという言葉が今からだんだん一般的になってくるのでしょうが、少なくともあの分野

において日本が最もすぐれているところは、ほかの国と違ってこの国は電波が自由なところで

す。10年前御記憶かと思いますが、ほかの国は地デジの周波数を売った訳ですよね。ところ

が日本は開放し、そのかわり各企業が設備投資をやったため、日本は地デジがあっと言う間に

99.9％まで普及した。これは日本だけであり、アメリカなどに比べて７年から８年ぐらい電

波は進んでいる。 

 自動走行の自動車をやろうと思ったら間違いなく電波が自由であり、自動車も非常に発達し

ている日本がふさわしい。かつての地デジをやった時には横須賀世界中の人を集めてやった。

あれと同じようなことが今できる環境がある。 

 東北は地域復興に最もいいし、道路はできているし、信号も全部そろっている。あれだけつ

くろうと思ったら莫大な費用がかかりますが、今すでにそこにある。あそこにやろうとしたら、

電波が自由に使えるのはここしかないので、世界中からあそこへ来るのではないか。 

 というようなことを考えてみようと思って、今大臣と二人で色々プロの方々と一緒に、私の

レベルでは全然ついていけない話なもんですから、お願いして色々やっているところ。 

 是非私ども財政健全化という立場をやる為にはイノベーションというので経済成長とを両立

させないと、財務省みたいに締めるだけいったのではだめですから、残すだけ言ってる話でも
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だめで、両方うまいことやらなければいけないと思います。 

 是非これ幾ら使うかというインプットの話ではなくて、どういうものがアウトプットで出て

くるかという、実現するかという成果目標が重要なところだと思いますので、ここ是非お願い

したい。 

 また、日本の文部科学省というのはどうも小学校、中学校の義務教育に最大の関心があって、

大学への関心度が低いように思えるところがある。しかし、イノベーションを促すためには、

大学でもしっかり考えなければいけないと思います。 

 

【宮沢経済産業大臣】 

 橋渡し機能強化やオープンイノベーションについては、この４月に産業技術総合研究所及び

新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の新たな中長期目標を策定するとともに、

オープンイノベーションに対する研究開発税制を強化するなど積極的に取り組んでいるところ

であります。 

 さらに、文部科学省において大学改革が進められているところですが、大学のすぐれた技術

シーズが幅広い分野で事業化につながっていくよう、今後文部科学省とも協力しながら大学と

産業技術総合研究所の連携を強化するなど、我が国における強力なイノベーションシステムの

実現に取り組んでまいります。 

 以上です。 

 

【有村規制改革担当大臣】 

 本日は女性活躍担当大臣として発言を致します。 

 女性の活躍の推進を最重要課題に位置付けていただいている安倍内閣にあっては、女性の理

工系人材の育成が今後大きな柱になっていきます。本会議で御活躍の女性研究者の草分け、原

山議員は貴重なロールモデルでいてくださっています。小さな女の子たちをはじめ理工系選択

を小学生の時代から意識し、進学、就職の各段階でも選択が容易となる一貫した支援体制の構

築、或いは土木、工学、機械、製造現場で本領を発揮する女性研究者、技術者或いは科学者を

積極的に支援し、また心理的にも応援し、女性の人材育成を大胆に進めます。 

 第５期科学技術基本計画の策定に向け山口大臣に御指南をいただきながら、本会議と積極的

に連携をさせていただきたいと存じます。 

 以上です。 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 それでは、資料２－２につきましては答申案の通り決定ということでよろしゅうございます

か。 

 

（「はい」の声あり） 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 はい、有難うございました。それでは、案の通り決定をさせていただきます。 

 また、第５期科学技術基本計画につきましては本日いただきました御意見も踏まえて引き続

き検討を進め、年末を目途に最終答申を取りまとめていきたいと思っております。 

 次に、議題３でありますが、戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）について、ま

ず平成26年度の評価報告及び対象課題の追加につきまして、久間議員から説明をお願いしま

す。 

 

【久間議員】 

 それでは、資料３－１を御覧ください。ＳＩＰの平成26年度の評価結果について報告しま

す。 

 ＳＩＰは２年目に入り、多くの成果が出始めています。例えばエネルギーキャリアでは、水

素キャリアであるアンモニアを灯油に混合し燃焼させて、21ｋＷの発電に世界で初めて成功
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しております。今後アンモニア100％での発電実証を行う予定です。 

 また10ページを御覧ください。ＳＩＰの10課題に対してＡからＤの４段階評価を行いまし

た。その結果、Ａ評価が２課題、Ｂ＋評価が２課題、Ｂ評価が６課題でした。平成27年度の

計画にこの結果を反映しておりまして、さらに着実な成果を上げるべく進捗管理を行います。 

 資料３－２を御覧ください。ＳＩＰの課題の追加について御説明します。 

 科学技術イノベーション総合戦略の検討過程において、今後の経済・社会的課題の解決に向

けた取り組みを議論してまいりました。この議論を踏まえ、ガバニングボードにおいて産業界

や社会のニーズ、市場規模、雇用規模、府省連携の必要性等といった観点から、『重要インフ

ラ等におけるサイバーセキュリティの確保』を新規課題候補として選定いたしました。 

 重要インフラや2020年オリパラにおけるサイバーセキュリティは極めて重要な課題です。

プログラムディレクターの人選等を経て、秋の正式決定を目指したいと考えております。 

 本日はこの課題候補の御承認をいただければと思います。よろしくお願いします。 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 有難うございました。時間が余りございませんので、資料３－２の課題候補につきましては

原案の通り決定をしてよろしゅうございますか。 

 

（「賛成」の声あり） 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 有難うございました。それでは、案の通り決定をさせていただきます。 

 続きまして、平成27年度第１回医療分野の研究開発関連の調整費の実行計画につきまして、

甘利大臣から御報告をお願い致します。 

 

【甘利経済再生担当大臣】 

 内閣府に計上する科学技術イノベーション創造推進費のうち、健康・医療分野につきまして

は年度途中の研究開発の加速等に活用する調整費として、健康・医療戦略推進本部が配分を決

定することとなっております。 

 具体的には、500億円のうち35％に相当する175億円を健康・医療分野に充てることとして

おり、平成27年度の第１回目の配分につきましては６月12日の健康・医療戦略推進本部にお

いて、お手元の資料３－３、平成27年度第１回医療分野の研究開発関連の調整費の実行計画

の通り決定いたしました旨御報告を致します。 

 以上です。 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 有難うございました。 

 健康・医療戦略推進本部と本総合科学技術・イノベーション会議、引き続き緊密に連携をと

ってまいりたいと考えております。 

 それでは、プレスを入れてください。 

 

（プレス 入室） 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 それでは、最後に、安倍総理から御挨拶をいただきます。お願い致します。 

 

【安倍総理大臣】 

 本日は、次の５年を対象とする『第５期科学技術基本計画』の中間取りまとめの報告、並び

に来年度に向けた『科学技術イノベーション総合戦略２０１５』の決定をいただきました。今

後は、この２つのツールを連動させ、その相乗効果で安倍内閣の科学技術イノベーション政策

を一層強力に推進していく考えであります。 



－６－ 

  ここ１０年、若手を始めとした研究現場は疲弊し、我が国の研究力は相対的に劣後してき

ています。一方、世界は第四次産業革命とも言うべき大変革時代に突入し、イノベーションが

加速するとともに、価値創造プロセスは大きく変化しています。 

  その為、第５期計画では、未来に向けた技術のシステム化、いかなる変化にも対応できる

よう世代間、産学官、分野、国境の縦割りの『壁』の打破、『起業』や地方創生を次々と生み

出すような人材・技術・資金のエコシステムの構築、を三つの柱としたいと思います。 

  今後、年末に向けて議論を深め、第５期基本計画において、未来への投資として具体的な

道筋が示せるよう、更なる検討を進めていただきますようによろしくお願いをします。 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 有難うございました。 

 それでは、プレスは御退室を願います。 

 

（プレス 退室） 

 

【山口科学技術政策担当大臣】 

 本日の議事は以上でございます。 

 第８回の議事録及び本日の資料は公表致します。 

 以上で会議を終了させていただきます。有難うございました。 


